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(1) 業務の内容  

 

(a) 業務題目: 

  2.5.1 断層モデルの構築 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

東京大学地震研究所 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人海洋研究開発機

構地震津波海域観測研究開発セン

タープレート構造研究グループ 

横浜国立大学大学大学院環境情報研

究院 

国立研究開発法人防災科学技術研究

所観測・予測研究領域 地震・火山防

災研究ユニット 

岩手大学工学部 

新潟大学理学部 

教授 

助教 

特任研究員 

特任研究員 

特任研究員 

 

技術研究員 

 

 

教授 

 

主任研究員 

 

 

准教授 

教授 

佐藤 比呂志

石山 達也 

加藤 直子 

橋間 昭徳 
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野 徹雄 

 

 

石川 正弘 

 

松原 誠 

 

 

越谷 信 

豊島 剛志 

 

(c) 業務の目的 

 サブテーマ 2 で得られる成果と日本海とその沿岸における既存の資料を総合させて、津

波及び強震動の予測に必要な断層の形状モデルを構築する。初年度に初期モデルを構築し、

調査の進展に従い逐次更新する。サブテーマ 3 の津波予測・強震動予測の結果と、サブサ

ブテーマ 2.1 の歴史地震・古津波調査の結果を総合に検討し、妥当な震源断層モデルを構

築する。 

 

(d) ８か年の年次実施計画 

1) 平成２５年度: 

 「ひずみ集中帯の重点的調査観測・研究」プロジェクトで収集したデータを含め、石油

公団・産総研の反射法地震探査資料・海底地形データを含めて、海域の津波波源・震源断

層の主要断層線と傾斜を推定し、日本海とその沿岸域の断層の初期モデルを構築した。 

 

2) 平成２６年度: 

 平成 25 年度に実施した沿岸および海陸統合構造調査の成果を、日本海と沿岸域の断層

の初期モデルに反映させた。地震活動の情報（サブサブテーマ 2.5.2）、構成岩石モデル（サ
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ブサブテーマ 2.5.3）の成果とともに、断層モデルを更新した。佐渡海峡〜富山トラフ、能

登半島西方海域において、収集した沿岸反射法地震探査結果、飛騨山脈北縁から能登半島

北方海域の海陸統合構造調査にもとづいて、波源断層および震源断層モデルを構築した。 

 

3) 平成２７年度: 

平成 26 年度に実施した沿岸および海陸統合構造調査の成果を、日本海と沿岸域の断層

の初期モデルに反映させた。地震活動の情報（サブサブテーマ 2.5.2）、構成岩石モデル（サ

ブサブテーマ 2.5.3）の成果とともに、断層モデルを更新した。 

 

4) 平成２８年度: 

 山口県〜九州北部沖から対馬に至る海域において、断層モデルを修正し、能登半島沖以

西の海域および沿岸の断層モデルを完成させる。 

 

5) 平成２９年度: 

 島根県沿岸から対馬海盆南部、大和海盆において、構造調査データにもとづいて断層モ

デルを修正する。 

 

 6) 平成３０年度: 

 北海道北部日本海域と沿岸において、断層モデルを修正する。 

 

7) 平成３１年度: 

 北海道南部沖日本海域と沿岸において、断層モデルを修正する。 

 

8) 平成３２年度: 

 東北日本沖と東北日本の沿岸域の断層モデルを修正し、日本海および沿岸域の波源・震

源断層モデルを完成させる。 

 

(e) 平成２７年度業務目的 

 平成 26 年度に実施した福井沖〜鳥取県沖の沿岸海域および海陸統合構造調査の成果を、

日本海と沿岸域の断層の初期モデルに反映させ、断層モデルを更新する。 

 

 

(2) 平成２７年度の成果  

 

(a) 業務の要約 

 福井沖から鳥取沖にいたる沿岸海域において、平成 26 年度に日本海地震・津波調査プ

ロジェクトで取得した反射法地震探査および海陸統合探査の結果、石油公団の反射法地震

探査断面、海底地形、産総研の活断層トレースについて検討を行い、断層の矩形モデルを

作成した。 
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(b) 業務の実施方法と成果 

 日本海東縁部には多数の活断層が存在し、津波の波源となっている。平成 25 年度には、

国土交通省・内閣府・文部科学省が事務局を務める「日本海における大規模地震に関する

調査検討会」（以下「日本海検討会」と呼ぶ。）と共同して、産業技術総合研究所および地

質調査所、石油公団、海洋研究開発機構のデータなどを基に、日本海全域についての矩形

モデルを作成した 1)。特に、地震発生層の深さは、地震波トモグラフィや地質構造に基づ

く構成岩石の推定と、それらのレオロジー特性を基に推定した。また、地震観測から推定

されている応力状態をもとに、断層面のすべり角を求めた 2,3)。本プロジェクトでは、調査

の伸展に併せて断層モデルを更新していくものとし、平成 27 年度には、平成 26 年度にデ

ータを取得した福井沖から鳥取沖までの活断層に対して総合的に検討を加えた。検討結果

については矩形モデルとして表現した（図 1）。矩形モデルの作成にあたって、地震発生層

の深さについては、日本海検討会（2014）1) と同様、レオロジー特性に基づく値 2) を参考

にした。矩形モデルについては、地域名を 2 文字のアルファベットで表し、番号をつけた。

表現した断層の矩形は、地殻変動や津波波源を想定したもので、矩形断層の上端は、地震

発生層の上端を意味するものではない。 

 断層形状の矩形モデルでの表現については、断層形状を優先させて推定した。日本海検

討会（2014）1) では、日本海全体に影響を与える最大規模の津波想定のための波源断層を

評価するために、同時に破壊すると考えられる長さ 40 km を越える断層帯を選定し、単純

な矩形で表現している。本調査で作成した矩形モデルでは、陸上の活断層の断層モデルと

同様に、より細かな地質構造や断層の形状変化に対応した矩形モデルを作成した。したが

って、全般的には日本海研究会が対象としなかった小規模な断層についても矩形として表

現した。最大クラス津波高の算定に特化したものではないため、日本海検討会（2014）1) 

のモデルと比べ、断層の矩形の数が増大している。これは、断層の活動性・応力変化に伴

う断層の動きやすさの評価などについて検討するための基礎として、細かい形状変化に対

応させたことによる。こうした観点から、日本海検討会（2014）1) モデルとは異なるもの

であり、隣接する断層の連動については、津波や強震動予測などの目的に応じて判断する

必要がある。断層形状のパラメータ表は、表 1 に示した。断層トレースの位置と長さにつ

いては、日本海検討会（2014）1) 、産業技術総合研究所の海底地質図（山本ほか、2000 4) ; 

山本ほか、1993 5) ; 山本ほか、1990 6)）や、杉山ほか（2013）7) の研究報告に従った。断

層の傾斜については、既存の資料の断層の走向と測線の走向をもとに真の傾斜を補正して

求めた。 
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震源断層の矩形モデルの表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

          伏在          地表出現 

 

図 1 福井-鳥取沿岸域の震源・波源断層矩形モデル 

青実線の矩形 : 断層面の平面投影、太実線 : 断層面の上端（端点は白丸で表示）、オレ

ンジ破線 : 伏在している断層上端の位置、陸域については、矩形モデル化を行っていな

い。赤・マゼンタ実線 : 活断層トレース。海域は日本海検討会（2014）1)、 陸域は中

田・今泉編（2002）8) による。黄色星印 : 測線上で活断層の存在が判断された地点(断層

の走向や長さは不明)。 
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 1) 福井沖・若狭湾周辺の断層（FU1〜FU13、WS1～7、TG1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 福井沖・若狭湾周辺の断層矩形モデル。 

凡例は図 1 と同様。黄色の文字 : 断層の記号、水色線 : 平成 26 年度本プロジェクト構造

探査重合測線、黄緑線 : 平成 27 年度本プロジェクト構造探査重合測線。 矩形内の数値 : 

断層の傾斜（単位は度）。黄色星印 : 測線上で活断層の存在が判断された地点(断層の走向

や長さは不明)。 
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図 3 福井沖〜若狭沖海域の探査測線（佐藤ほか、2015）9)。 

赤線 : 海底活断層（日本海検討会、20141)）。赤紫色実線  : 反射法地震探査測線、測線上

の黒丸と数値は、100 毎の CDP の位置と番号。 

 

 FU1〜3 : 日本海検討会（2014）1) では越前碓列東側の北東-南西方向の断層を取りまと

めて、断層 F51 として表現している。越前碓列は、大きく大グリ・松出シおよびゲンタツ

瀬から構成され、それぞれの断層はやや走向を異にするとともに、背斜軸部も連続しない

（山本ほか、2000）4) 。このため、ここでは F51 に相当する断層を FU1〜3 の三条の断層

に区分して表現した。いずれも西傾斜の中角度の逆断層で、中新統の層厚は隆起側で厚く

日本海形成期の正断層が反転した逆断層と判断される（佐藤ほか、2015 9) ; 図 5、6）。連

動については、日本海検討会（2014）1) 同様、三条の断層すべてが連動するケースも想定

される。 

 

FU4〜FU6 : 日本海検討会（2014）1) の F52 断層の北部に相当する福井港西方の断層であ

る。杉山ほか（2013）7) の柳ヶ瀬・関ヶ原断層主部北方延長域の安島岬北西沖区間と福井

沖区間に相当する。南北走向の安島岬北西沖区間（FU4）は東側隆起の逆断層、北西-南東

走向の福井沖区間は左横ずれ成分を伴う東側隆起の逆断層と報告されている。福井沖区間

については、北部の北西-南東走向の断層（FU5）と、南部ではその東方に位置する南北走

向の断層（FU6）の二条の主要な断層から構成されるものと判断した（図 2）。ここでは W

－1 測線の断面からそれぞれ 60〜70 度の傾斜と推定した（図 4）。 
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FU7〜8 : 丹生山地の北西を限る柳ヶ瀬・関ヶ原断層主部、鮎川断層群（地震調査推進本

部、2004）10)（FU7）とその沖合の断層（FU8）である。FU7 については、測線 W－2 の

範囲外であることから、既存の資料 11) や平行する丹生山地の隆起運動を考慮して 45 度の

傾斜を推定し、FU8 については、W－2 測線の断面から 30 度の傾斜を推定した（図 5）。

沖合の FU8 は FU7 から浅部で分岐した断層と推定される。矩形モデルでは、浅部の矩形

のみを表現し、FU8 の断層下端は FU7 との分岐位置を示した。 

 

 

                                     FU2     FU5   FU6 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 W－1 測線の反射法地震探査断面の地質学的解釈。 

（上）時間マイグレーション断面、（下）深度変換断面、（右）解釈に用いた層序（山本ほ

か, 2000）4) を元に作成。 

K : 香住沖層群、H : 浜坂沖層群、T : 鳥取沖層群。赤線 : 活断層、赤波線 : 推定活断

層、青線 : 鮮新世以降に活動した断層、黒線 : 地質断層。断層の詳細イメージについて

は、佐藤ほか（2015）9) の図 46、47 を参照されたい。 
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図 5 W－2 測線の反射法地震探査断面の地質学的解釈。 

（上）時間マイグレーション断面、（下）深度変換断面。 

凡例は図 4 と同様。 
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図 6  W－2 測線 FU3 周辺の時間マイグレーションの拡大図。 
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図 7 W－2 測線 FU13 周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。 

 

 

FU9〜12 : 福井港北西沖に北北西-南南東方向に短い間隔で平行する断層群である（杉山

ほか、2013）7)。W－4 測線で地表近傍まで変位させている断層群として認識され、ほぼ鉛

直な形状を示す（図 8、9）。長さは 10 km 程度である。 

 

FU13 : 測線 W2 で海底近傍まで変位させる北西側傾斜の高角度の断層として認識される

（図 5、7）。杉山ほか（2013）7) に記載されており、断層トレースはこの報告による。測

線 W4 では本断層の延長は確認できない。 

 

WS1 : WS1 は W－4 断面の CDP1200 付近の北側隆起の逆断層で、杉山ほか(2013) 7) によ

れば、東北東-西南西の走向を示している。断層の隆起側で海底面近傍までの堆積層に成長

層を作っている。なお、WS1 の隆起側には、鳥取沖層群を変位させるほぼ垂直な断層が位

置する。これは、断面図から深部の北で傾斜の断層 WS1 に収れんするものと判断され、独

立な断層とは取り扱わなかった（図 10）。 

 

WS2-3 : いずれも東北東-西南西の走向の右横ずれ断層として杉山ほか(2013) 7) に記載さ

れている。WS2 については、鮮新統から第四系下部の堆積層に成長層を伴う東側隆起の断

層であり、60 度程度の傾斜角をなす（図 8、11）。第四系上部はほぼ水平に重なるが、わず

かな変位が認められ、杉山ほか（2013）7) が活断層と記述したものと一致する。また、WS3

はほぼ鉛直で、断層を隔てた反射パターンが一致せず、横ずれ変位を示していると判断さ

れる（図 11）。WS1 も含めて断面の変形構造は逆断層も示すが、現在の主な活動は右横ず

れである。西南日本の広域応力場は 70 万年以降、現在の東西圧縮に変化したと推定され

（Sato et al., 2015）15) 、この断層の変位様式もこうした応力場の変換と調和的である。 
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                    WS3   WS2   WS1                   ★  FU12,11,10,9       FU4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 W－4 測線の反射法地震探査断面の地質学的解釈。 

（上）時間マイグレーション断面、（下）深度変換断面 

凡例は図 4 と同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 W－4 測線 FU9-12 周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。 

★は走向方向不明の活断層。 
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図 10 W－4 測線 WS1 周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 W－4 測線 WS2・WS3 周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。 

GS : 成長層 

 

 

WS4-5 : 舞鶴沖測線(MZ 測線)に分布する東西走向の断層で、ほぼ垂直な形状を示す（図

12）。いずれも杉山ほか(2013) 7) に記載されている東西走向の推定活断層と一致する。こ

の断層の詳細な深度変換断面について、図 14 に示した。 
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WS6 : MZ 測線に分布する東北東-西南西の走向の断層 (図 12、13、赤実線) で、隆起側で

堆積層が厚く、正断層が反転したタイプの断層である。主要な逆断層運動は T1 層まで継

続していたが、T2 層基底の不整合面にも軽微な変形を与えている。この断層運動によって

形成された背斜軸部に高角度の第四紀層（T2 層）を変位させる断層が存在する。この断層

は、主体部から派生した断層と判断した（図 13）。断層の走向と長さは、杉山ほか（2013）
7) に示された推定活断層に従った。 

 

WS7 : 舞鶴沖測線（MZ 測線）に分布する大規模な横ずれ断層で、ほぼ垂直の傾斜を示す

（図 12）。日本海検討会（2014）1) の F53 に相当する。 

 

TG1 : 浦島グリ南東縁の断層で（山本ほか、1993）5)、日本海検討会（2014）1) では、断

層長が短いため最大クラスの波源断層からは除外されている。北西側隆起の逆断層で（図

15）、かつての正断層が反転した断層である。海底断層プロジェクト（藤原ほか、2015）
12) では図 15 で黒破線で示した断層を、南東傾斜の正断層として矩形モデル表（KYO_01）

に記載されているが、この正断層は日本海拡大期に形成された南東傾斜の正断層で活断層

ではない。2 条の共役な正断層が活動し、その下盤側がリッジ状の高まりをなして分布し、

その一方の正断層が逆断層として反転する構造は、2007 年能登半島地震の震源域でも見

られる（佐藤ほか、2007）13)。 

 

測線 W－3 上の走向・長さが不明の活断層 : 測線 W－3 の CDP600〜800 周辺では、高角

度で第四紀後期の堆積層を変位する断層が分布している（図 16）。これらの断層は、断層

を隔てて反射面のバターンが異なっていることから、横ずれ断層と判断される。この断層

に相当する既存の報告がないため、走向や長さが不明である。ここでは断層の確認された

位置のみを示す（図１、2）。 

 

 

           WS5 WS4       WS6       ★            WS7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 舞鶴沖測線(MZ 測線)の反射法地震探査断面の地質学的解釈。 

（上）時間マイグレーション断面、（下）深度変換断面 

凡例は図 4 と同様 
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図 13 舞鶴沖測線(MZ)測線 WS6 周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。凡例は図 4

と同様。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 14 舞鶴沖測線(MZ)測線 WS4、5 周辺の深度変換断面の拡大図。 
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図 15 W－3 測線の反射法地震探査断面の地質学的解釈。 

（上）時間マイグレーション断面、（下）深度変換断面 

凡例は図 4 と同様。★は断層の走向不明の活断層。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 W－3 測線 MZ 測線との交点周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。 

 

 

 

 

 



 252

 2) 丹後半島沖・香住沖・鳥取沖の断層（TG2～3、KS1、TR1～2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 香住沖・鳥取沖周辺の断層矩形モデル。 

凡例は図 1 と同様。黄色の文字 : 断層の記号。矩形内の数値 : 断層の傾斜（単位は度）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 鳥取沖海域の探査測線。赤線 : 海底活断層（日本海検討会(2014) 1)）。赤紫色実

線 : 二船式反射法地震探査測線、測線上の黒丸と数値は、100 毎の CDP の位置と番号。 
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図 19 鳥取沖海域の探査測線周辺のブーゲ異常図。赤線 : 海底活断層（日本海検討会

(2014) 1)）。青色実線 : 反射法地震探査測線。重力データは、地質調査総合センター(編)

（2013）14) の重力 DVD による。仮定密度は 2.67 g/cm3。 

 

TG2 断層 : 測線 R1 の CDP400-700 付近には、ENE-SWS 方向にのびる隆起帯が形成さ

れ（図 19）南縁には北傾斜の大規模な逆断層が伏在する（図 20）。隆起帯の存在からこの

断層の存在は明らかであるが、詳細な位置が不明であるため、破線で示した。主要な断層

運動は、上部鳥取沖層群（T2）堆積前に終了しているものの、第四紀とされる同層群中に

この隆起の進行による成長層が認められるため、活断層である可能性がある（図 21 の GS）。

この隆起帯の頂部には、高角で海底面近傍まで変位している断層がある。この断層は高角

度の横ずれ断層であるが。隆起帯の形成と構造的に密接な関係を有していることから、こ

の隆起帯を形成した断層の横ずれ運動によって、高角度の断層が形成されたと判断した。

このため、TG2 については北北西に傾斜した主断層の形状を与えた。 

 

TG3 : R5 測線の CDP5200 付近の断層（図 18）は調査検討会（2014）1) でもマッピング

されている活断層（F54）である。断面では高角で、反射面の僅かな不連続によって認識さ

れる。R5 測線では、隆起部と堆積盆地の境界部に分布し、堆積盆地の形成に寄与した断層

である（図 21、図 23）。 

 

KS1 : 測線 R5 において海底近傍まで変位させている西側低下の高角度の断層である（図

24）。西側の堆積盆地と東側の隆起帯の境界部に位置する（図 19）。この断層についてはこ
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れまで報告がなく、走向・広がりについては不明であるが、ここでは、ほぼ東西方向に伸

びる堆積盆地を規制する横断方向の構造であることをもとに、断層の走向を北北西-南南東

と推定し、また断層の長さについては堆積盆地の幅から想定した。他の断層に比べ走向と

断層の長さに関して精度が乏しい。 
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図 20 R－1 測線の反射法地震探査断面の地質学的解釈。 

（上）時間マイグレーション断面、（下）深度変換断面 

凡例は図 4 と同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 R－1 測線 TG2 周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。GS : 成長層 
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★                            KS1       ★         TG3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 R－5 測線の反射法地震探査断面の地質学的解釈。 

（上）時間マイグレーション断面、（下）深度変換断面 

凡例は図 4 と同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23 R5 測線 TG3 周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。 
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図 24 R5 測線 KS1 周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。 

 

TR1 : この断層については、本調査で横断した直線はない。日本海検討会（2014）1) の F55

断層の東部セグメントに相当する。この断層トレースは、本報告で TR1 とした区間で、

F55 の主体部を構成する西部の区間の走向が東北東-西南西方向から東西へと変化する。ま

た、F55 の西部区間では鳥取沖の東北東-西南西方向の高ブーゲ異常域の南縁に一致する

が、F55 東部のここで TR1 とした領域では、こうしたブーゲ異常との配置はとらない。こ

のため、本報告で東部区間を西部から切り離し、TR 1 断層とした。F55 の際に想定された

ように、TR1 と後述する F55 の西部（TR-2）の断層が連動する可能性を否定するもので

はない。 

 

TR2 : この断層は測線 R－3 と R－4 が横断する。TR2 断層は、日本海拡大時に西南日本

弧に平行して形成された正断層であり、断層の北側に厚い褶曲した新第三系が分布する。

現在は、正のブーゲ異常帯として東北東-西南西方向の K 層の隆起帯が形成され、その南

縁に TR2 断層が発達する。後期中新世から第四紀初頭まで継続したほぼ南北方向の水平短

縮によって、褶曲帯-隆起帯が形成されたが、その後約 1Ma 以降、フィリピン海プレート

の運動方向の変化（Sato et al., 2015 15); Hashima et al.2016 16)）によって横ずれ断層と

して活動するようになった。こうした応力状態の変化によって、測線 R－3 と R－4 で見

られる断層形状は単純ではない。R－3 測線（図 25、26）では、浅部では高角南傾斜の断

層形状を示し、北側が低下した断層である。断層を隔ては反射パターンが異なることから

横ずれ断層と推定される。ただし、全体の構造から判断して隆起帯の南縁に位置しており、

深部の断層形状は北傾斜と判断される。R－4 測線での隆起帯南部の反射断面では高周波

によるイメージが得られておらず、概略的な構造把握に留まる。南側急傾斜、北側緩傾斜

の非対称な複背斜構造から北傾斜の逆断層の存在が推定される。浅部では主断層から分岐
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し、表層近傍まで変位させている高角度の断層が推定される（図 27）。 

断層 TR2 は東西走向の隆起帯の南縁に形成され、隆起帯は複背斜構造を形成している。

ここでは、断層の再活動性をもとに断層の深部形状を判断した。この断層の基本形状は、

中新世に北傾斜の正断層として形成されたものであり、さらに後期中新世以降鮮新世にか

けて逆断層として活動した。この両者を満たす断層形状はここでは 60 度と推定した。こ

の断層が最新期には横ずれ断層として活動し、1〜2 km の浅層部では、高角度の横ずれ断

層を伴っている。この判断は断層の再活動性に重点をおいた判断であり、今後、断層周辺

の地震波速度構造などから断層の形状を判断していくことが有効である。 

 

測線 R－3 上の走向・長さが不明の活断層 

 R－5 測線では、地表近傍まで変位されている断層が識別できるが、従来の調査では記載

がなく、本調査では測線間隔が粗いため断層の長さや方向に対して情報を提供することが

できない。ここでは、そうした断層について簡単に述べる。R－5 測線の断層 TG3 と KS1

の間の区間の断層（図 28）で、高角度で地表近傍まで変位を生じている。断層を隔てた反

射面の連続性から判断して、横ずれ断層と推定される。この他、測線西部でも見られる（図

29）。 
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図 25 R3 測線の反射法地震探査断面の地質学的解釈。 

（上）時間マイグレーション断面、（下）深度変換断面 

凡例は図 5 と同様 
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図 26 R3 測線 TR2 周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。 
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図 27 R4 測線の反射法地震探査断面の地質学的解釈。 

（上）時間マイグレーション断面、（下）深度変換断面 

凡例は図 5 と同様 
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図 28 R5 測線★(東側)周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。 
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図 29  R5 測線★(西側)周辺の時間マイグレーション断面の拡大図。 

 

 

 

 

3) 砺波平野西縁の断層（TM1 および TM2） 

平成 26 年度には、羽咋沖から砺波平野、富山平野西部に至る測線で、海陸統合地殻構造

探査を行った。この探査によって、砺波平野の石動断層と法林寺断層北方延長の地下形状

が判明した。これらの資料をもとに、両断層の矩形モデルについて記述する。 
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TM1、TM2 断層 : 平成 26 年度に実施したかほく-砺波測線（KT01）は、陸域の活断層で

ある石動断層および法林寺断層を横断する 9)、CDP12800-12900 付近および CDP13200-

13300 付近にはこれらの活断層に各々対応する西傾斜の逆断層 TM2、TM1 が存在してお

り（図 30）9)、反射断面の解釈に基づいて主断層の形状を与えた（図 31）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 30  KT01（平成 26 年度海陸地殻構造探査「かほく-砺波測線」）中央部、砺波平野西

縁部の地質解釈断面 9)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 31 砺波平野西縁の断層矩形モデル。 

凡例は図 1 と同様。黄色の文字 : 断層の記号。矩形内の数値 : 断層の傾斜（単位は度）。

KT01: 平成 26 年度海陸地殻構造探査「かほく-砺波測線」 

 

 

 4) 断層パラメータ 

 平成 27 年度には、平成 26 年度にデータを取得した福井沖から鳥取沖海域までの活断層
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に対して総合的に検討を加えた。断層を矩形モデルで近似し、それらの上端座標を読み取

り、推定した地震発生層中の傾斜と地震発生層の厚さをもとに、断層幅などを求めた。地

震発生層の厚さは、地震波トモグラフィや地質構造に基づく構成岩石の推定と、それらの

レオロジー特性を基に推定した 2)。また、地震観測から推定されている応力状態をもとに、

断層面のすべり角を求めた 3)。得られた結果を表 1 に示す。 

今回の解析結果は、本プロジェクトにおける調査結果に基づくものであり、今後の調査

研究によって変更される可能性もある。津波シミュレーション等に利用する際には、今回

の断層モデルは変更の可能性があることに留意が必要である。 

 

表 1 断層の矩形モデルのパラメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 結論ならびに今後の課題 

 既存の知見に基づいて、プロジェクト初年度でのバージョンとして、日本海の矩形断層

モデルを作成した。形状については、今後の地殻構造探査の進捗に応じて、年度毎に更新

していくことになるが、背弧リフト部では褶曲の基底部に形成されるデタッチメントの平

坦部分の距離が長い断層も存在しているといった結果が得られた。これらの形状モデルの

作成などが、今後必要になる。また、地震発生層の厚さについては、サブサブテーマ 2.5.2、

2.5.3 の研究課題であり、順次これらの成果をもとに断層モデルを更新していく必要があ

る。 
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(3) 平成２8 年度業務計画案  

 平成 27 年度に実施した山口-北九州沖沿岸の反射法地震探査結果を、日本海と沿岸域の
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